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一般国道１９１号 下関北バイパス



道路建設事業の事後評価項目調書

事業名 一般国道191号 下 関北バイパス 事業 一般国道 事業 国土交通省
しものせき

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：山口県 下 関市 筋川町 延長 ６.８km
しものせき すじかわちよう

至：山口県 下 関市 安岡駅前二丁目
しものせき やすおかえきまえ

事業概要

一般国道191号は、山口県下 関市から広島県広島市に至る延長約290kmの主要幹線道路である。下 関北バ
しものせき ひろしま しものせき

イパスは、山口県下 関市筋川町～下 関市安岡駅前二丁目に至る延長6.8kmのバイパス事業である。
しものせき すじかわちよう しものせき やすおかえきまえ

事業の目的・必要性

事業目的は、交通渋滞の緩和や交通安全の確保である。

事業概要図

事 事業期間 事 業 化 年 度 Ｈ２年度 用 地 着 手 Ｈ５年度 供用年 (当初) - / Ｈ41年度 変
業 都 市 計 画 決 定 Ｈ２年度 工 事 着 手 Ｈ９年度 (暫定/完成) (実績) - / Ｈ26年度 動 0.6 倍
の 事業費 計画時 (名目値) - / 約720億円 実 績 (名目値) - / 約662億円 変
効 (暫定/完成) (実質値) - / 約729億円 (暫定/完成) (実質値) - / 約639億円 動 0.9 倍
果 交通量 計画時 実 績 変
等 (当該路線) (暫定/完成) - / 22,900台/日～42,400台/日 (暫定/完成) - / 17,300台/日～31,000台/日 動 0.7～0.8倍

旅行速度向上 25.7 → 37.1 km/h 交通事故減少 156 → 70 件/年
(当該路線→当該路線) (供用前年次)S63年度 (供用後年次)Ｈ27年度 (当該路線→当該路線) (供用前年次)Ｈ8-11年 (供用後年次)Ｈ28-30年
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 665億円 総便益 1,794億円 基準年
分析 結果 ２．７ 事 業 費： 648億円 走行時間短縮便益： 1,635億円 Ｈ１６年
（当初） 維持管理費： 17億円 走行経費減少便益： 104億円

交通事故減少便益： 55億円
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,098億円 総便益 1,155億円 基準年
分析 事 業 費： 1,035億円 走行時間短縮便益： 985億円
結果（事後） １．１ 維持管理費： 62億円 走行経費減少便益： 126億円 Ｒ元年

交通事故減少便益： 44億円
事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ 億円 － 億円
事業遅延の理由
特になし
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事 客観的評価指標に対応する事後評価項目
業 ①円滑なモビリティの確保
の ・渋滞損失時間が削減した 【削減時間：1208千人・時間/年】

効 ②物流効率化の支援

果 ・長州出島(下関沖合人工島)へのアクセスが向上した 【下関市豊北～長州出島：68分 ⇒ 58分】

等 ・農林水産品の流通の利便性が向上した 【特牛市場～下関漁港市場：76分 ⇒ 67分】

③都市の再生

・広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路が形成され市街地通過の所要時間が短縮した

【下関駅西口～下関市安岡：23分 ⇒ 17分】

・市街地の都市計画道路網密度が向上した 【1.67km/km2 ⇒ 1.77km/km2】
④国土・地域ネットワークの構築

・日常活動圏の中心都市へのアクセスが短縮した 【下関市豊北～下関市（中心部）：82分 ⇒ 71分】

⑤個性ある地域の形成

・主要観光地へのアクセスが向上した 【関門トンネル出口～川棚温泉：47分 ⇒ 35分】
⑥安全な生活環境の確保
・現道（旧国道191号）の死傷事故件数が減少した 【減少件数：約89件/年 】
⑦災害への備え
・第一次緊急輸送路である国道191号の信頼性が向上した
⑧地球環境の保全
・CO2排出量の削減 【削減量：約3.7千t/年、383.7千t/年 ⇒ 380.0千t/年】
⑨生活環境の改善・保全
・NOX排出量の削減 【削減量：約7.4t/年、920.4t/年 ⇒ 913.0t/年】
・SPM排出量の削減 【削減量：約0.5t/年、49.2t/年 ⇒ 48.7t/年】
・夜間騒音レベルが夜間騒音要請限度（70db）を超えている箇所における騒音レベルが改善した
【下関市武久町：71dB ⇒ 64dB】

他２項目に該当
その他評価すべきと判断した項目

特になし

事 環境影響評価に対応する項目
業 環境影響評価実施要綱に基づく経過措置案件事業により評価対象外事業である。
に
よ
る
環 その他評価すべきと判断した項目
境 特になし
の
変
化

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・下関市の人口は減少傾向【S60：325千人→H27：269千人】

・下関市の自動車保有台数は、平成17年まで増加し、以降横ばいで推移している

【S60：121千台→H27：187千台】

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・下関北バイパスは事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はないと
考える。

・下関北バイパスの整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、救急医療施設へのアクセス向上など
一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はない。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光
等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・今後周辺の道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経
済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

「事後評価」

一般国道191号 下関北バイパス
し も の せ き き た

令和元年12月

国土交通省 中国地方整備局
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

しものせききた

下関北バイパス
延長6.8ｋｍ

岩
国
・
大
竹
道
路

藤
生
長
野
バ
イ
パ
ス

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２Ａ

Ｅ２Ａ

Ｅ9

Ｅ9

１．位置図

●一般国道191号は、山口県下関市から広島県広島市に至る延長約290kmの主要幹線道路である。
●下関北バイパスは、山口県下関市筋川町～下関市安岡駅前二丁目に至る延長6.8kmのバイパス事業である。

し も の せ きや ま ぐ ち ひ ろ し ま

しものせききた

ひ ろ し ま

し も の せ きや ま ぐ ち

Ｎ

や す お か

凡 例

一
般
国
道

今回評価区間

事業中路線

高
規
格
幹
線
道
路

事業中路線

計画区間

開通済区間

す じ か わ

Ｅ２Ａ
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

●下関北バイパスは交通渋滞の緩和や交通安全の確保を目的とした事業である。

２．事業概要及び経緯
（1）事業の概要

起 終 点

しものせき すじかわちょう

（起点）下関市筋川町
しものせき やすおかえきまえ

（終点）下関市安岡駅前二丁目

計 画 延 長 L = 6.8km

道 路 規 格
バイパス部 第３種１級
現道拡幅部 第４種１級

設 計 速 度
バイパス部 V = 80km/h
現道拡幅部 V = 60km/h

車 線 数 4車線

【現道拡幅部】

【バイパス部】

既存道路 拡幅部

（H27年3月撮影）

【起点側】（写真①）

（起点）
下関市筋川町

【終点側】（写真②）

一
般
国
道
１
９
１
号

下
関
北
バ
イ
パ
ス

一
般
国
道
１
９
１
号

下
関
北
バ
イ
パ
ス

下
関
市
筋
川
町

し
も
の
せ
き

す
じ
か
わ
ち
ょ
う

一般国道191号 下関北バイパス

L=6.8km

現道拡幅部
H16.3

L=1.0km

4/4供用

バイパス部
H27.3

L=1.1km

4/4供用

下
関
市
安
岡
駅
前
二
丁
目

し
も
の
せ
き

や
す
お
か
え
き
ま
え

Ｎ

至

下
関
駅

至

長
門

バイパス部
H27.3

L=4.7km

4/4供用

至長門

至下関駅至下関駅

至長門

（終点）
下関市安岡駅前二丁目

写真②

計画概要

標準断面図
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

●下関北バイパスは平成2年度に事業着手し、平成18年3月までに一部区間が開通。平成27年3月28日に汐入交差点～安岡
駅前が4車線で開通し、全線開通した。

２．事業概要及び経緯
（2）事業の経緯

再評価実施

平成16年度
平成21年度
平成24年度

下
関
市
筋
川
町

し
も
の
せ
き

す
じ
か
わ
ち
ょ
う

一般国道191号 下関北バイパス

L=6.8km

現道拡幅部
H16.3

L=1.0km

4/4供用

バイパス部
H27.3

L=1.1km

4/4供用

下
関
市
安
岡
駅
前
二
丁
目

し
も
の
せ
き

や
す
お
か
え
き
ま
え Ｎ

至

下
関
駅

至

長
門

事業区間

【凡 例】

国道

主要地方道

県道

高速道路・有料道路

市道

旧国道191号区間

区間
すじかわちょう しおいりちょう

筋川町～汐入町
しおいりちょう たけひさちょう

汐入町～武久町
たけひさちょう あか だ

武久町～垢田
あかだ あやらぎ ほんまち

垢田～綾羅木本町
あやらぎほんまち やすおかえきまえ

綾羅木本町～安岡駅前

都市計画決定 平成2年度

事業着手 平成2年度

用地着手 平成5年度 平成8年度 平成7年度 平成12年度

工事着手 平成9年度 平成14年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

開通
平成16年3月
4車線開通

平成18年3月
暫定2車線開通 平成27年3月

4車線開通平成27年3月
4車線開通

バイパス部
H27.3

L=4.7km

4/4供用

計画概要図

事業の経緯
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

当初・再評価
（Ｈ16再評価）

実績

事業延長 L=6.8km L=6.8km

道路構造 完成４車線 完成４車線

総事業費 約720億円 約662億円

交通量 22,900台/日～42,400台/日
（H11道路交通調査に基づくH42推計値）

17,300台/日～31,000台/日
（R元_実績値）

事業期間
1990年度～2029年度

（平成2年度～平成41年度）
40年間

1990年度～2014年度
（平成2年度～平成26年度）

25年間

※新規事業採択時評価または事業着手後の再評価時点の想定・予測と事後の実績を比較する。

■下関北バイパス
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた
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４．社会経済情勢等の変化

●下関市の人口は減少傾向。一方、自動車保有台数はH17まで増加し、以降横ばいで推移している。
●事業区間の交通量は事業化以降増加、H9をピークに以降減少で推移していたが、下関北バイパス開通後は横ばいで推移している。

■人口の推移 ■自動車保有台数の推移

■交通量の推移
資料：山口県統計年鑑 都道府県別・車種別保有台数表（自検協HP／山口県・中国地方）
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資料：国勢調査

資料：道路交通センサス（S63～H27） 交通量調査結果（R元.9.10(火)）
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400
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下関北バイパス

旧国道191号

[百台/日]

■交通量調査箇所

一般国道１９１号 下関北バイパス

至

長
門

至

門
司

H22以降

H9～H17

H27以降

H6以前

事業区間

【凡 例】

国道

主要地方道

県道

市道

旧国道191号区間
下関北バイパス

交通量観測箇所

旧国道191号

Ｎ

現道拡幅部
H16.3

L=1.0km

4/4供用

バイパス部
H27.3

L=1.1km

4/4供用

バイパス部
H27.3

L=4.7km

4/4供用
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

≪整備効果≫

５．事業効果の発現状況

整備効果①：円滑なモビリティの確保

整備効果②：安全・安心の確保

整備効果⑤：産業振興・物流効率化

整備効果③：地域観光振興の支援

整備効果④：救急活動の支援
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

５．事業効果の発現状況
整備効果①：円滑なモビリティの確保

●下関北バイパスの整備により、旧国道191号の速度が向上し、山の田交差点、金比羅交差点の渋滞が解消した。
●バイパス区間ではスムーズに走行でき、安岡町から竹崎町までの所要時間が約6分短縮し、円滑な交通が確保されている。

旧国道191号の交通状況

下
関
市
安
岡
町

（
安
岡
交
差
点
）

下
関
市
竹
崎
町

（
下
関
駅
西
口
交
差
点
）

【整備前】旧国道191号経由

【整備後】下関北バイパス経由

約23分

約17分

約6分短縮
【整備前】S63センサス混雑時旅行速度により算出
【整備後】ETC2.0プローブデータ：H30.4-H31.3（H30.7除く）平日ピーク時旅行速度（上下平均）を基に算出

注）ピーク時：7、8、17、18時台

《山の田交差点（写真①）》

《金比羅交差点（写真②）》

H14.10月撮影

至 門司

至 長門

至 長門

R元.11月撮影

至 門司

区間別速度分布の変化（200mピッチ）

下関市

至

長
門

至

門
司

山の田

安岡

下関駅西口

Ｎ

0%

20%

40%

60%

80%

100%
構成比[％]

滞留が減少

整備前：プローブデータ（H25.4-H26.3 平日 7時台）
整備後：ETC2.0プローブデータ（H30.4-H31.3 平日 7時台）※200mピッチでの速度分布

下関市役所

50km/h以上の
速度帯で走行

H13頃撮影 R元.11月撮影

50㎞/h以上

50㎞/h未満

40㎞/h未満

30㎞/h未満

20㎞/h未満

バ
イ
パ
ス
経
由

0%

20%

40%

60%

80%

100%
構成比[％]

0%

20%

40%

60%

80%

100%
構成比[％]

【
整
備
後
】

旧
道
経
由

【
整
備
前
】

【
整
備
後
】

旧
道
経
由

上り・7時台

上り・7時台

至 門司

至 長門

至 門司

至 長門

右折レーンをはみ出した車両が
後続車両の進行を阻害

後続車両
（直進・左折）

整備前 整備後

整備前 整備後

車両阻害が解消

整備前は車両が
集中し滞留が発生

金比羅 BP分岐 事業区間

【凡 例】

国道
主要地方道
県道

高速道路

市道

旧国道191号

一般国道１９１号 下関北バイパス 延長６・８ｋｍ

50㎞/h以上

50㎞/h未満

40㎞/h未満

30㎞/h未満

20㎞/h未満

50㎞/h以上

50㎞/h未満

40㎞/h未満

30㎞/h未満

20㎞/h未満

交差点

BP分岐

30km/h以上の
速度帯が増加

30km/h未満の
速度帯が大半を占める

所要時間の変化
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

156

67

4

180.2

93.8

0

50

100

150

200

0

50

100

150

200

開通前

(H8～H11)
開通後

(H28～H30)

9.5

6.3

4.8

0.3

68.3

32.3

27.0

15.7

29.0

7.7

10.8

7.3

6.3

1.3

0 20 40 60 80 100 120 140 160

開通前

(H8～H11)

開通後

(H28～H30)

下関市

下関IC

至 長門

下関市役所
至 門司

事業区間

【凡 例】

国道
主要地方道
県道

高速道路

市道
旧国道191号

新下関駅

５．事業効果の発現状況
整備効果②：安全・安心の確保

●下関北バイパスへの交通転換により、開通区間に並行する旧国道191号における死傷事故が約6割減少。
●旧国道191号の交通量が減少し、円滑な交通になったことにより、追突事故や無理な右左折による事故が減少し、旧道の安全性確保に貢献して
いる。

死傷事故発生状況

※バイパス区間およびバイパス旧国道191号区間を対象として集計

出典：平成8～11年 交通事故・道路統合データベース
平成28～30年 県警提供データ

[件/年]

◎旧国道191号の交通量がバイパス開通
前より減っています。そのため、登下校
時の児童の安全性が高まったと感じま
す。

（R元.8 ヒアリング調査結果）（下関市教育部学校教育課）

事故類型別発生状況
[件/年]

※バイパス区間、旧国道191号区間及び現道拡幅区間を対象として集計

出典：平成8年～11年 交通事故・道路統合データベース
平成28年～30年 県警提供データ

安全で快適な通行空間の確保

一
般
国
道
１
９
１
号

下
関
北
バ
イ
パ
ス

延
長
６
・
８
ｋ
ｍ

現
道
拡
幅
部

現
道
拡
幅
部

旧国道191号の交通量減少により
追突事故・右左折事故が減少

旧
一
般
国
道
１
９
１
号
区
間

川中小学校

山の田小学校

川中西小学校

1…673
1…9…

050100150200
050100150200

開

バイパス区間

旧国道191号区間

死傷事故率

整備後は死傷事故

件数が6割減少

死
傷
事
故
件
数

死
傷
事
故
率

[件/億台キロ]

Ｅ２Ａ

9.56.34.80.3 68.329.3 27.015.0 29.07.3 10.87.3 6.31.0
0 20 40 60 80 100 120 140 160

開通前…
人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 右左折時 その他車両相互 車両単独

追突事故 右左折時

写真①

至

下
関
市
街

R元.10月撮影
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

川棚

移動所要時間
算出ルート(整備前)

移動所要時間
算出ルート(整備後)

Ｎ

豊北地区

豊浦地区

下関IC

下
関
北
バ
イ
パ
ス

関門トンネル出口

椋野

Ｅ２Ａ

Ｅ２

資料：山口県の宿泊者及び観光客の動向について

５．事業効果の発現状況
整備効果③：地域観光振興の支援

●下関北バイパスの開通により、関門トンネルから川棚温泉までの移動時間が約12分短縮。
●下関市街から下関市北部方面への道なりで移動が可能になったことで、道の駅ではアクセスマップに下関北バイパス経由で案内している。

バイパス利用で移動時間が大きく短縮
整備前：プローブデータ（H26.7～H26.8 休日平均） 11時台
整備後：ETC2.0プローブデータ（H30.7～H30.8 休日平均） 11時台

約47分

【整備前】旧国道191号経由 延長21.8km

【整備後】下関北バイパス経由 延長22.7km

約12分短縮
約35分

川

棚

温

泉

（

川

棚

交

差

点

）

か

わ

た

な

関
門
ト
ン
ネ
ル
出
口

（
椋
野
交
差
点
）

か

ん

も

ん

所要時間の変化

（下関市観光政策課）

◎下関北バイパスの整備によって、主要観光地である角
島・川棚温泉などの下関北部へのアクセス性が向上し
ました。

道の駅
北浦街道豊北

◎当道の駅作成の周辺エリア案内マップに、バイパスの
開通によって短縮した走行時間を反映させていただい
てます。

（R元.8 ヒアリング調査結果）

（R元.10 ヒアリング調査結果）

55 61 56 60 60

92
101 107 113 106

0

20

40

60

80

100

120

H26 H27 H28 H29 H30

下関市北部の観光客数の推移

資料：平成30年の観光客数・宿泊者数について（下関市観光政策課）

近年、豊浦地区と豊北地区は
観光客数が増加傾向

[万人] 5254525355615660605046
838992101107113106

0200
豊浦地区 豊北地区

九州・沖縄

54%

中国・四国

21%

近畿・中部

15%

関東以北

11%

下関市への
県外観光客数
約291万人
（H30）

約5割は九州方面

角島
18万人→33万人
（H24→H30）

北浦街道 豊北
49万人→61万人（注1）
（H24→H30）

川棚温泉
28万人→29万人
（H24→H30）

下関市県外観光客の発地内訳

資料：山口県の宿泊者及び観光客の動向について

下関海響マラソン
出走者数9.9千人（注2）

（Ｒ元）

注2）フルマラソン及びペアマラソンの合計出走者数（下関海峡マラソン実行委員会提供）

下関市

注1）道の駅北浦街道豊北提供
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

◎下関北バイパスを経由することにより、山の田交差点や垢田の辻

交差点などの交通量の多い交差点を回避することができるので、

搬送時間が短縮しました。

◎また、バイパスは車線幅が広く一般車両の追越しが容易になった

ため、救急搬送時の安全性が向上しました。

安

岡

地

区

（
安
岡
駅
前
交
差
点
）

約10分

【開通後(R元年)】 下関北バイパス経由 約5.4km 

【開通前 (S63年)】 旧国道191号経由 約5.9km

約２分
短縮

約8分

下
関
医
療
セ
ン
タ
ー

５．事業効果の発現状況
整備効果④：救急活動の支援

●下関市北消防署管轄のうち北部の安岡地区および吉見地区から平均約140件/年は地区外の下関医療センターへ搬送している。
●下関北バイパスの整備により、安岡地区から下関医療センターまでの搬送時間が約２分短縮し、迅速な救急活動に寄与している。

（R元.8 ヒアリング調査結果）
（下関市消防局）

下関市北消防署管内（吉見・安岡地区）から下関医療センターへの救急搬送状況

救急車の搬送所要時間
一
般
国
道
１
９
１
号

下
関
北
バ
イ
パ
ス

事業区間

【凡 例】

国道
主要地方道
県道

高速道路

市道

旧国道191号

N

下関市北消防署

下関IC 【整備前】S63センサス指定最高速度
【整備後】救急車プローブデータ：R元.8～10月

下関医療センター

済生会下関総合病院

安岡地区

吉見地区

関門医療センター

下関市役所

下関市

山の田

垢田の辻

安岡

吉見駅前

下関市立市民病院

下関市北消防署管轄

安岡地区

吉見地区

3次医療施設

2次医療施設

Ｅ２Ａ

102 113 110 96 94

32
34 40

30 34

134
147 150

126 128

0

50

100

150

H26 H27 H28 H29 H30

1…1…1…9…9…3…3…4…3…3…
11111

0
H…

吉見地区

安岡地区

（資料）下関市消防局提供

[件/年]

下関市北消防署管轄のうち、
北部から下関医療センター
へは平均約140件/年 救急搬送

バイパス利用で医療機関までの所要時間が短縮

下関北バイパス整備により、医療
機関への救急搬送時間が短縮 ▼カーラーの救命曲線

10分8分

30%

50%

①心臓停止後 約 3分で50%死亡
②呼吸停止後 約10分で50%死亡
③多量出血後 約30分で50%死亡

呼吸停止による

死亡率が約2割減少
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

R元.10 豊北総合支所建設農林水産課 ヒアリング調査結果

５．事業効果の発現状況
整備効果⑤：産業振興・物流効率化

●下関市のイカ類の漁獲量は県内2位のシェアであり、特牛市場では年間1,000tのイカが取り扱われている。
●下関北バイパスの整備により、特牛市場から下関漁港市場までの所要時間が約10分短縮し、水産物の速達性向上に貢献している。
●また、令和元年9月より長州出島に産業振興用地の分譲が開始され、立地する事業所の物流ルートとしてバイパス利用が見込まれる。

下

関

漁

港

市

場

（
下
関
駅
西
口
交
差
点

）

整備前：S63センサス混雑時旅行速度により算出
整備後：ＥＴＣ2.0プローブデータ：H30.4-H31.3（H30.7除く）平日 ピーク時旅行速度（上下平均）を基に算出

注）ピーク時：7、8時台

特

牛

市

場

（
特
牛
交
差
点
）

こ

っ

と

い

約２０分

約10分短縮

約66分

約76分

【整備前】旧国道191号経由

【整備後】下関北バイパス経由
下
関
北
バ
イ
パ
ス

南風泊市場

小月IC

至 福岡県

下関JCT

埴生IC

美祢西IC

特牛交差点

特牛市場
こ っ と い

至

広
島
県

唐戸市場

下関漁港市場

【凡 例】

下関市内の
主要な魚市場

移動所要時間
算出ルート(整備前)

移動所要時間
算出ルート(整備後)

（約1000t/年）

イカ類

主要水産物Ｎ

特牛市場から水産物の物流状況

H17 H29

◆地域の声

豊北地区の特産品

写真：豊浦町観光協会

◆特牛イカとは

豊北地区において、多く水揚げされる「ケンサキイカ」を市内外に
広くPRし水産物の高い価格を認識させることによって価格の安定
を図り、生産、流通、小売り等に係る人々の生活の安定を図る

◆ブランド化の目的

ケンサキイカのうち、豊北地区で水揚げされる「活イカ」と特牛市
場に出荷されるAランク（漁獲日に水揚げされたもの）の「鮮魚イ
カ」の総称、平成18年からブランド化

単位：トン/年

資料：海面漁業生産統計調査（H17、H29）

下関市の
割合が増加

いか類計を対象に集計 単位：t,％

単位：トン/年

下関市のイカ類の漁獲量（県内シェア）

特牛市場で取扱う水産物のうち
約6割が下関南部・九州方面へ出荷

整備により、水産物
の速達性が向上！

R元.10 豊北総合支所建設農林水産課 ヒアリング調査結果

こっとい

R元年9月より産業
振興用地(約22ha)
の分譲開始

長州出島

至

長
門

至

門
司

（写真：平成27年撮影）

長州出島

長州出島の分譲開始エリア

・水産物を特牛市場から下関漁港市場や九州方
面への出荷する際に、道路線形がよくなった
り、所要時間が短縮し速達性が増しました。

（資料：R元.8ヒアリング調査結果）（下関市市場流通課）

所要時間の変化
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一般国道191号 下関北バイパス
しものせききた

６.今後の事後評価の必要性等

・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、

観光等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会

経済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。

・下関北バイパスは事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要

はないと考える。

今後の事後評価の必要性

改善措置の必要性

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・下関北バイパスの整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、救急医療施設へのアクセス向

上など一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。
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＜参考資料＞

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については、従来の３便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を整理。

◆３便益による費用便益比

項 目 全体事業

費用（C） 1,098

事業費 1,035

維持管理費 62

便益額（B） 1,155

走行時間短縮便益 985

走行経費減少便益 126

交通事故減少便益 44

費用便益比 1.1

（億円）
便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

※基準年：Ｒ元年度

◆道路の役割

※Ｒ元年度時点におけるＲ12年の将来推計値

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B) 費用対効果(B/C)

13,100台/日～27,100台/日※ 662億円 1,098億円 1,155億円 1.1

①環境への影響を考慮した効果（地球環境）［約３．７千トン／年（１．０％）のCO2削減］ ※1、※2
②環境への影響を考慮した効果（沿道環境）［約７．４トン／年（０．８％）のＮＯｘ削減、約０．５トン／年（１．０％）のＳＰＭ排出量削減］ ※2
③環境への影響を考慮した効果（騒音）［現道：約７ｄB(A)（９.９％）の騒音減少（整備なし：71dB(A)、整備あり：64dB(A) ］
④緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

※1 【 】は、供用後50年間の便益額として試算した結果（参考値）
※2 下関北バイパスの供用に影響を受けるエリアを対象に算定
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